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レスター・ブラウンレスター・ブラウンレスター・ブラウンレスター・ブラウン『『『『地球地球地球地球にににに残残残残されたされたされたされた時間時間時間時間～～～～80億人億人億人億人をををを希望希望希望希望にににに導導導導くくくく最終処方箋最終処方箋最終処方箋最終処方箋』』』』出版記念出版記念出版記念出版記念シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム
第第第第2部部部部パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション「「「「日本日本日本日本にとってのにとってのにとってのにとっての食料問題食料問題食料問題食料問題～～～～現状現状現状現状、、、、取取取取りりりり組組組組みみみみとととと今後今後今後今後のののの展望展望展望展望」」」」

味味味味のののの素素素素グループグループグループグループのののの取組取組取組取組みみみみ事例紹介事例紹介事例紹介事例紹介

味味味味のののの素素素素（（（（株株株株））））
環境環境環境環境・・・・安全部安全部安全部安全部兼兼兼兼 CSR部部部部

杉本杉本杉本杉本信幸信幸信幸信幸



�味味味味のののの素素素素グループはグループはグループはグループは、、、、環境環境環境環境・サステナビリティを・サステナビリティを・サステナビリティを・サステナビリティを

どうどうどうどう考考考考えているのえているのえているのえているのかかかか。。。。

�持続可能持続可能持続可能持続可能なななな地球環境地球環境地球環境地球環境・・・・社会社会社会社会のためにのためにのためにのために、、、、

どのようなどのようなどのようなどのような仕事仕事仕事仕事のののの仕方仕方仕方仕方をしているのをしているのをしているのをしているのかかかか。。。。
（（（（事業事業事業事業のののの特徴特徴特徴特徴とととと理念理念理念理念、、、、仕組仕組仕組仕組みみみみ、、、、マネジメントシステムマネジメントシステムマネジメントシステムマネジメントシステム））））

�具体的具体的具体的具体的なななな取取取取りりりり組組組組みのみのみのみの事例紹介事例紹介事例紹介事例紹介
～～～～日本日本日本日本にとってのにとってのにとってのにとっての食料問題食料問題食料問題食料問題にににに関連関連関連関連するテーマからするテーマからするテーマからするテーマから

☆カツオの☆カツオの☆カツオの☆カツオの生態系調査生態系調査生態系調査生態系調査、、、、資源管理資源管理資源管理資源管理
☆☆☆☆海域海域海域海域・・・・河川河川河川河川のののの生態系回復生態系回復生態系回復生態系回復 「「「「環境活性環境活性環境活性環境活性コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート」」」」

＜＜＜＜目次目次目次目次＞＞＞＞



世界各地世界各地世界各地世界各地でででで、、、、
そのそのそのその土地土地土地土地にににに根根根根ざしてざしてざしてざして。。。。

2011年3月31日現在

味の素グループの事業概要

・23の国・地域に約200事業拠点

・15の国・地域に107工場

・連結売上高： 12,077億円

・総従業員： 約2.8万人
（海外1.6万人、国内1.1万人）



味味味味のののの素素素素グループのグループのグループのグループの事業事業事業事業 （（（（国内国内国内国内））））



味味味味のののの素素素素グループのグループのグループのグループの事業事業事業事業 （（（（海外海外海外海外））））



世界世界世界世界No.1No.1No.1No.1のののの調味料事業調味料事業調味料事業調味料事業をををを中核中核中核中核とするとするとするとする

グローバルグローバルグローバルグローバル食品企業食品企業食品企業食品企業グループへグループへグループへグループへ

世界世界世界世界No.1No.1No.1No.1のアミノのアミノのアミノのアミノ酸技術酸技術酸技術酸技術でででで

人類人類人類人類にににに貢献貢献貢献貢献するするするする

グローバルアミノサイエンスグローバルアミノサイエンスグローバルアミノサイエンスグローバルアミノサイエンス

企業企業企業企業グループへグループへグループへグループへ

おいしさとおいしさとおいしさとおいしさと健康健康健康健康をををを科学科学科学科学するするするする

健康創造企業健康創造企業健康創造企業健康創造企業グループへグループへグループへグループへ

おいしさおいしさおいしさおいしさ、、、、そしてそしてそしてそして、、、、いのちへいのちへいのちへいのちへ。。。。
Eat Well, Live Well.Eat Well, Live Well.Eat Well, Live Well.Eat Well, Live Well.

つぎの１００年へ

1909年
「味の素®」誕生



味の素の目指すグループ像

～ グループビジョンと2011－2013中期経営計画の位置づけ ～

地球規模で成長し続ける

「確かなグローバルカンパニー」
～ Genuine Global Company ～

① 人と地球の未来の進歩に貢献する

② 当社だけの「世界一であるコアな技術領域」を有する

③ 「世界レベルの、多様な人材力」の集団である

④ グローバル企業レベルの「事業と利益の規模」を持つ

⑤ 利益を生み出す「効率性」が世界水準である



味の素グループ理念味の素グループ理念味の素グループ理念味の素グループ理念

私たちは、地球的な視野に立ち、

“食”と“健康”そして、“いのち”のために働き、

明日のよりよい生活に貢献します。

（（（（2009年年年年1月改定月改定月改定月改定））））

すべてのいのちに感謝し、貢献する、すべてのいのちに感謝し、貢献する、すべてのいのちに感謝し、貢献する、すべてのいのちに感謝し、貢献する、

味の素グループの存在意義を表しています。味の素グループの存在意義を表しています。味の素グループの存在意義を表しています。味の素グループの存在意義を表しています。

「「「「いのちのためにいのちのためにいのちのためにいのちのために働働働働くくくく」」」」 というというというという文言文言文言文言をををを加加加加ええええ、、、、

人類人類人類人類のののの基本課題基本課題基本課題基本課題であるであるであるである 「「「「食資源食資源食資源食資源のののの確保確保確保確保」」」」 「「「「健康希求健康希求健康希求健康希求」」」」 「「「「地球地球地球地球（（（（環境環境環境環境・・・・社会社会社会社会））））持続性持続性持続性持続性」」」」

へのへのへのへの貢献貢献貢献貢献をグループのをグループのをグループのをグループの存在意義存在意義存在意義存在意義としましたとしましたとしましたとしました。。。。

ここでここでここでここで言言言言うううう 「「「「いのちいのちいのちいのち」」」」 とはとはとはとは、、、、人人人人のののの生命生命生命生命だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、私私私私たちをたちをたちをたちを支支支支えてくれているえてくれているえてくれているえてくれている

あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる生命生命生命生命やややや環境環境環境環境・・・・地球地球地球地球のことのことのことのことをををを示示示示していますしていますしていますしています。。。。

私私私私たちはたちはたちはたちは、、、、そのすべてのそのすべてのそのすべてのそのすべての 「「「「いのちいのちいのちいのち」」」」 にににに感謝感謝感謝感謝するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、

豊豊豊豊かなかなかなかな営営営営みをみをみをみを守守守守るためにるためにるためにるために貢献貢献貢献貢献していくしていくしていくしていく企業企業企業企業グループをめざしますグループをめざしますグループをめざしますグループをめざします。。。。



生物多様性生物多様性生物多様性生物多様性・・・・生態系生態系生態系生態系のののの恵恵恵恵みみみみ
にににに依存依存依存依存

（（（（農畜水産物農畜水産物農畜水産物農畜水産物、、、、資源資源資源資源・エネルギー・エネルギー・エネルギー・エネルギー、、、、遺伝資源遺伝資源遺伝資源遺伝資源））））

味味味味のののの素素素素グループのグループのグループのグループの事業事業事業事業は・・・は・・・は・・・は・・・



味味味味のののの素素素素グループのグループのグループのグループの事業事業事業事業は・・・は・・・は・・・は・・・

�自然自然自然自然・・・・生態系生態系生態系生態系のののの恵恵恵恵みにみにみにみに支支支支えられているえられているえられているえられている。。。。

�地球環境地球環境地球環境地球環境・・・・地球社会地球社会地球社会地球社会がががが持続可能持続可能持続可能持続可能でないとでないとでないとでないと

味味味味のののの素素素素グループのグループのグループのグループの事業事業事業事業もももも立立立立ちちちち行行行行かないかないかないかない。。。。

“事業活動事業活動事業活動事業活動をををを通通通通じてじてじてじて地球社会地球社会地球社会地球社会のののの課題解決課題解決課題解決課題解決にににに貢献貢献貢献貢献””””

－－－－持続可能持続可能持続可能持続可能なななな地球社会地球社会地球社会地球社会・・・・地球環境地球環境地球環境地球環境のためにのためにのためにのために－－－－

“いのちのためにいのちのためにいのちのためにいのちのために働働働働くくくく。。。。””””

味味味味のののの素素素素（（（（株株株株））））はははは、、、、2009年年年年にににに創業創業創業創業100周年周年周年周年・・・・・・・・・・・・

次次次次のののの100年年年年のためのこころざしのためのこころざしのためのこころざしのためのこころざし



“食と健康”そして、食と健康”そして、食と健康”そして、食と健康”そして、“いのち”“いのち”“いのち”“いのち”のために働く、のために働く、のために働く、のために働く、
「グローバル健康貢献企業グループ」「グローバル健康貢献企業グループ」「グローバル健康貢献企業グループ」「グローバル健康貢献企業グループ」

地球持続性地球持続性地球持続性地球持続性
（（（（環境環境環境環境・・・・社会社会社会社会））））

食資源食資源食資源食資源 健康健康健康健康なななな生活生活生活生活

２１世紀・人類社会の課題解決に貢献２１世紀・人類社会の課題解決に貢献２１世紀・人類社会の課題解決に貢献２１世紀・人類社会の課題解決に貢献

【【【【グループの目指す将来像グループの目指す将来像グループの目指す将来像グループの目指す将来像】】】】

≫≫≫≫ ≫≫≫≫

世界No.1の
アミノ酸技術で人類に貢献する

グローバルアミノサイエンス
企業グループへ

世界No.1の
調味料事業を中核とする

グローバル食品
企業グループへ

おいしさと健康を科学する
健康創造企業グループへ

食機能素材
先端医療

アミノインデックス

低資源発酵
動・植・水産物栄養



事業活動を通じて事業活動を通じて事業活動を通じて事業活動を通じて
２１世紀の人類２１世紀の人類２１世紀の人類２１世紀の人類社会の課題解決に貢献社会の課題解決に貢献社会の課題解決に貢献社会の課題解決に貢献



地球社会地球社会地球社会地球社会のののの重要環境課題重要環境課題重要環境課題重要環境課題とととと
味味味味のののの素素素素グループのグループのグループのグループの貢献貢献貢献貢献

すべてのいのちのすべてのいのちのすべてのいのちのすべてのいのちの営営営営みのベースであるみのベースであるみのベースであるみのベースである
生態系生態系生態系生態系・・・・生物多様性生物多様性生物多様性生物多様性をををを見守見守見守見守りりりり、、、、育育育育むむむむ

地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化のリスクをのリスクをのリスクをのリスクを受受受受けけけけ止止止止めめめめ
事業事業事業事業とととと社会社会社会社会をををを低炭素型低炭素型低炭素型低炭素型にににに変革変革変革変革するするするする

資源資源資源資源をををを大切大切大切大切にににに活活活活かしかしかしかし切切切切りりりり、、、、
循環循環循環循環させるさせるさせるさせる



“いのちをいのちにつなぐ”いのちをいのちにつなぐ”いのちをいのちにつなぐ”いのちをいのちにつなぐ”

“資源資源資源資源をおをおをおをお預預預預かりしかりしかりしかりし、、、、
活活活活かしかしかしかし切切切切る”る”る”る”

味の素グループが目指す味の素グループが目指す味の素グループが目指す味の素グループが目指す

エコビジネスモデルエコビジネスモデルエコビジネスモデルエコビジネスモデル

“いのちのいのちのいのちのいのちの恵恵恵恵みをみをみをみを
見守見守見守見守りりりり、、、、育育育育む”む”む”む”



ー 社会とともに、地球とともに ー
の視点で取り組む



多様多様多様多様ないのちのないのちのないのちのないのちの

サステナビリティのためにサステナビリティのためにサステナビリティのためにサステナビリティのために

健健健健やかなやかなやかなやかな地球環境地球環境地球環境地球環境のののの中中中中でででで育育育育まれるさまざまなまれるさまざまなまれるさまざまなまれるさまざまな自然自然自然自然のののの恵恵恵恵みからみからみからみから、、、、

食食食食やややや健康健康健康健康、、、、暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを支支支支えるえるえるえる商品商品商品商品・サービスを・サービスを・サービスを・サービスを生生生生みみみみ出出出出すことがすことがすことがすことが、、、、味味味味のののの素素素素グループのグループのグループのグループの仕事仕事仕事仕事ですですですです。。。。

それはそれはそれはそれは、「、「、「、「いのちいのちいのちいのち」」」」をををを「「「「いのちいのちいのちいのち」」」」につなぐことでもありますにつなぐことでもありますにつなぐことでもありますにつなぐことでもあります。。。。

多様多様多様多様ないのちのないのちのないのちのないのちの健健健健やかなやかなやかなやかな営営営営みがみがみがみが続続続続くようくようくようくよう、、、、私私私私たちはたちはたちはたちは、、、、21世紀世紀世紀世紀のののの人類社会人類社会人類社会人類社会のののの課題課題課題課題 —

「「「「地球持続性地球持続性地球持続性地球持続性」「」「」「」「食資源食資源食資源食資源」「」「」「」「健康健康健康健康なななな生活生活生活生活」」」」にににに事業事業事業事業をををを通通通通じてじてじてじて貢献貢献貢献貢献していきますしていきますしていきますしていきます。。。。



•カツオ生態系調査

– 水産総合研究センターと
西日本沿岸で共同調査

•温室効果ガス削減

– 飼料用アミノ酸で豚・鶏の
排泄窒素量を2～3割削減

•ガーナ栄養改善プロジェクト

– 離乳食用栄養食品を
DSM社と共同開発

•バイオサイクル

– 副生産物(コプロ)を肥料と
して活用し資源循環を実現

•キャッサバ・プロジェクト

– インドネシアでキャッサバ
栽培技術を普及

•AINプログラム

– 途上国での栄養改善の
ための国際協力支援

•うま味普及活動

– 国内で味覚教室・海外で
シンポジウム等を展開

環境・社会への還元：多様ないのちのサステナビリティのために、
環境・社会貢献活動そのものを事業活動とする

現在の主な取り組み事例



取組取組取組取組みみみみ事例紹介事例紹介事例紹介事例紹介 – 1，，，，2

事業活動のライフサイクル（サプライチェーン)

開発開発開発開発 調達調達調達調達 生産活動生産活動生産活動生産活動 物流物流物流物流 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

生生生生 態態態態 系系系系

生態系生態系生態系生態系サービスサービスサービスサービス
（（（（いのちのいのちのいのちのいのちの恵恵恵恵みみみみ））））

1111．．．．持続可能持続可能持続可能持続可能なななな原料調達原料調達原料調達原料調達

““““見守見守見守見守りりりり、、、、育育育育むむむむ。。。。””””

2222．．．．製品機能製品機能製品機能製品機能でででで環境貢献環境貢献環境貢献環境貢献

製品製品製品製品・ｻｰﾋﾞｽ・ｻｰﾋﾞｽ・ｻｰﾋﾞｽ・ｻｰﾋﾞｽ

回復回復回復回復））））（（（（保全保全保全保全、、、、



持続可能な「ほんだし」のサプライチェーンへ・・

取組取組取組取組みみみみ事例紹介事例紹介事例紹介事例紹介-１１１１

カツオカツオカツオカツオ生態系生態系生態系生態系調査調査調査調査、、、、資源管理資源管理資源管理資源管理



取り組み推進のきっかけづくり取り組み推進のきっかけづくり取り組み推進のきっかけづくり取り組み推進のきっかけづくり

●●●●社外有識者４名社外有識者４名社外有識者４名社外有識者４名
味の素グループ環境・事業関係者味の素グループ環境・事業関係者味の素グループ環境・事業関係者味の素グループ環境・事業関係者25252525名名名名

「ほんだし」原料「ほんだし」原料「ほんだし」原料「ほんだし」原料
のカツオ（鰹節）のカツオ（鰹節）のカツオ（鰹節）のカツオ（鰹節）
の持続可能な調の持続可能な調の持続可能な調の持続可能な調
達を考えてほしい。達を考えてほしい。達を考えてほしい。達を考えてほしい。
海の生態系は危海の生態系は危海の生態系は危海の生態系は危
機的状況にある。機的状況にある。機的状況にある。機的状況にある。

社内社内社内社内プロジェクトのプロジェクトのプロジェクトのプロジェクトの発足発足発足発足

●●●●食品事業部門の環境目標化食品事業部門の環境目標化食品事業部門の環境目標化食品事業部門の環境目標化 ～事業のサステナビリティ～事業のサステナビリティ～事業のサステナビリティ～事業のサステナビリティ

●環境・●環境・●環境・●環境・CSRCSRCSRCSR部門、事業統括部門、当該事業部が連携部門、事業統括部門、当該事業部が連携部門、事業統括部門、当該事業部が連携部門、事業統括部門、当該事業部が連携

2006200620062006年年年年12121212月月月月 環境ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの開催環境ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの開催環境ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの開催環境ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの開催
■「食品における環境配慮とは？■「食品における環境配慮とは？■「食品における環境配慮とは？■「食品における環境配慮とは？

～原料調達からコミュニケーションまで」～原料調達からコミュニケーションまで」～原料調達からコミュニケーションまで」～原料調達からコミュニケーションまで」

・取り組みを伝えてほしい。・取り組みを伝えてほしい。・取り組みを伝えてほしい。・取り組みを伝えてほしい。

・使うだけ、買うだけで環境・使うだけ、買うだけで環境・使うだけ、買うだけで環境・使うだけ、買うだけで環境
貢献できる商品開発を。貢献できる商品開発を。貢献できる商品開発を。貢献できる商品開発を。

・商品を売るだけでなく、・商品を売るだけでなく、・商品を売るだけでなく、・商品を売るだけでなく、
食まわりのエコライフ、食まわりのエコライフ、食まわりのエコライフ、食まわりのエコライフ、
というトータルな視点でというトータルな視点でというトータルな視点でというトータルな視点で
提案してほしい。提案してほしい。提案してほしい。提案してほしい。



カツオカツオカツオカツオ資源資源資源資源のののの状況状況状況状況

危険域危険域危険域危険域

獲獲獲獲りすぎかつりすぎかつりすぎかつりすぎかつ
資源量資源量資源量資源量もももも少少少少ないないないない

要注意域要注意域要注意域要注意域

獲獲獲獲りすぎだがりすぎだがりすぎだがりすぎだが
資源資源資源資源はははは比較的豊富比較的豊富比較的豊富比較的豊富

要注意域要注意域要注意域要注意域

漁獲漁獲漁獲漁獲はははは少少少少ないがないがないがないが
資源資源資源資源がががが少少少少ないないないない 安全域安全域安全域安全域

漁獲漁獲漁獲漁獲がががが少少少少なくなくなくなく
資源資源資源資源がががが豊富豊富豊富豊富

中西部太平洋中西部太平洋中西部太平洋中西部太平洋のカツオのカツオのカツオのカツオ
漁獲量漁獲量漁獲量漁獲量はははは、、、、約約約約180180180180万万万万トントントントン
（（（（2009200920092009年年年年））））

国際的国際的国際的国際的なななな資源管理資源管理資源管理資源管理がががが重要重要重要重要！！！！



持続可能な資源調達にむけて持続可能な資源調達にむけて持続可能な資源調達にむけて持続可能な資源調達にむけて
～カツオの資源・生態系を見守る活動～～カツオの資源・生態系を見守る活動～～カツオの資源・生態系を見守る活動～～カツオの資源・生態系を見守る活動～

様々な関係者に話を聞く

●カツオサプライチェーン（鰹節メーカー、市場関係者、海外巻網漁業者）
●水産資源業界 ●研究者 ●ＮＰＯ 等

1社で出来ることに限界！

専門の研究者と連携する 漁業者の方々と連携する

判ったことを広くお知らせする

★環境部門だけでなく、事業部門が主体的に参画★

ポスター、チラシ、グッズ等を
作成し、漁業者の方に調査活動
について告知し、ご協力を依頼

様々な関係者と連携して、息の長い、意義ある取り組みに！

持続可能な資源調達の輪を広げる

国際的なカツオ資源管理に貢献する

カツオ標識
放流調査



共同調査事業

カツオカツオカツオカツオ標識放流共同調査標識放流共同調査標識放流共同調査標識放流共同調査

資金資金資金資金、、、、資材資材資材資材のののの提供提供提供提供
調査調査調査調査・・・・広報活動広報活動広報活動広報活動へのへのへのへの社員派遣社員派遣社員派遣社員派遣

（（（（独独独独））））水産総合研究水産総合研究水産総合研究水産総合研究センターセンターセンターセンター
国際水産国際水産国際水産国際水産資源資源資源資源研究所研究所研究所研究所

調査調査調査調査のののの設計設計設計設計、、、、結果解析評価結果解析評価結果解析評価結果解析評価
調査調査調査調査・・・・広報活動広報活動広報活動広報活動のののの実施実施実施実施

持続可能な資源調達の輪を広げる

国際的なカツオ資源管理に貢献する

（中西部太平洋カツオ・マグロ資源
管理委員会など）



太平洋沿岸太平洋沿岸太平洋沿岸太平洋沿岸カツオカツオカツオカツオ標識放流共同調査標識放流共同調査標識放流共同調査標識放流共同調査 そのそのそのその目的目的目的目的

• (独独独独)水産総合研究水産総合研究水産総合研究水産総合研究ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ国際水産資源研究所国際水産資源研究所国際水産資源研究所国際水産資源研究所 とととと 味味味味のののの素素素素㈱㈱㈱㈱のののの共同調査事業共同調査事業共同調査事業共同調査事業

•西日本沿岸西日本沿岸西日本沿岸西日本沿岸のカツオのカツオのカツオのカツオ資源資源資源資源・・・・生態調査生態調査生態調査生態調査

•奄美大島奄美大島奄美大島奄美大島～～～～高知沖太平洋高知沖太平洋高知沖太平洋高知沖太平洋でででで標識放流標識放流標識放流標識放流
2009年年年年5月月月月 1,000匹匹匹匹
2010年年年年4～～～～6月月月月 3,000匹匹匹匹

�日本近海日本近海日本近海日本近海のののの回遊回遊回遊回遊ルートルートルートルート調査調査調査調査

�日本近海日本近海日本近海日本近海→中西部太平洋全体中西部太平洋全体中西部太平洋全体中西部太平洋全体のののの
資源評価資源評価資源評価資源評価にもにもにもにも寄与寄与寄与寄与

黒潮上流域黒潮上流域黒潮上流域黒潮上流域でででで標識放流標識放流標識放流標識放流

（（（（2009200920092009年調査標識放流地点年調査標識放流地点年調査標識放流地点年調査標識放流地点））））

奄美大島奄美大島奄美大島奄美大島のののの40404040～～～～50km50km50km50km沖合沖合沖合沖合いいいい

奄美大島
瀬戸内漁協の協力



•2011年年年年はははは、、、、与那国島海域与那国島海域与那国島海域与那国島海域にににに調査範囲調査範囲調査範囲調査範囲をををを拡大拡大拡大拡大
3,000匹規模匹規模匹規模匹規模
記録型電子標識記録型電子標識記録型電子標識記録型電子標識のののの使用方法使用方法使用方法使用方法をををを確立確立確立確立

•2011年年年年9月月月月 日本水産学会日本水産学会日本水産学会日本水産学会にてにてにてにて発表発表発表発表

•2012年年年年はははは、、、、記録型電子標識記録型電子標識記録型電子標識記録型電子標識のののの調査放流調査放流調査放流調査放流170匹匹匹匹をををを実施中実施中実施中実施中
通常標識通常標識通常標識通常標識 5,000～～～～6,000匹規模匹規模匹規模匹規模

2009200920092009～～～～2011201120112011
年標識放流年標識放流年標識放流年標識放流

2011201120112011～～～～2012201220122012
年標識放流年標識放流年標識放流年標識放流

奄美大島沖奄美大島沖奄美大島沖奄美大島沖

与那国島沖与那国島沖与那国島沖与那国島沖

高知沖高知沖高知沖高知沖



3rd Joint Meeting of 

Tuna-Regional Fisheries Management Organizations

マグロ・カツオマグロ・カツオマグロ・カツオマグロ・カツオ地域漁業管理機関地域漁業管理機関地域漁業管理機関地域漁業管理機関（（（（tttt----RFMOsRFMOsRFMOsRFMOs））））

国際国際国際国際カツオカツオカツオカツオ資源管理機関会議資源管理機関会議資源管理機関会議資源管理機関会議などへのなどへのなどへのなどへの参画参画参画参画



混和物質 効果成分 生長、蝟集の効果

鉄スラグ等 鉄イオン 大型藻類

アミノ酸 アミノ酸 微細～大型藻類、
魚介類

微細藻類生長促進
による

周辺環境の活性

 

 アミノ酸  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境活性コンクリート 

� 様々な機能を有するアミノ酸をコンクリートに混和させ、
アミノ酸を水中にて固定化、水域環境に緩やかに供給

� 食物連鎖の基礎になる微細藻類の生長を促進させ、

周辺生態系の維持、活性への寄与が期待

アミノアミノアミノアミノ酸酸酸酸のののの新新新新たなたなたなたな可能性可能性可能性可能性

ーーーー アミノアミノアミノアミノ酸酸酸酸をををを混和混和混和混和したしたしたした環境新素材環境新素材環境新素材環境新素材「「「「環境活性環境活性環境活性環境活性コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート」」」」

取組取組取組取組みみみみ事例紹介事例紹介事例紹介事例紹介-２２２２ 海洋海洋海洋海洋、、、、河川河川河川河川のののの生態系回復生態系回復生態系回復生態系回復



アミノ酸の水域環境への貢献

通常コンクリート アミノ酸混和
コンクリート

牡蠣

様々な機能を有するアルギニンに注目

・ 発酵法により製造される主要なアミノ酸の一つ
・ 生体への様々な栄養・生理機能がある
・ 海産物にも豊富に含まれるアミノ酸
・ 植物、特定藻類の生育効果を有する
・ コンクリートとの親和性

鮎の食み跡

（河川での沈設実験）

カサゴ

� コンクリート表面での微細藻類の生長促進を観測

� 魚、貝類などの高次生物に対する蝟集効果の可能性

� 磯やけ防止、水質浄化に対する期待

ーーーー 「「「「環境活性環境活性環境活性環境活性コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート」」」」



①①①①生生生生コンコンコンコン車車車車

③③③③打設打設打設打設

②②②②ホッパからホッパからホッパからホッパから投入投入投入投入

④④④④完成完成完成完成

環境活性コンクリートとは



異業種コラボレーションによる研究体制

環境活性環境活性環境活性環境活性コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

アミノアミノアミノアミノ酸酸酸酸のののの
環境環境環境環境・・・・食資源食資源食資源食資源へのへのへのへの貢献貢献貢献貢献

海海海海のののの環境再生機能環境再生機能環境再生機能環境再生機能のののの
実験実験実験実験とととと評価評価評価評価

環境共生型環境共生型環境共生型環境共生型
素材素材素材素材・・・・製品製品製品製品のののの開発開発開発開発



•環境活性コンクリート開発の背景

海の環境問題と物質循環の歪



食料自給率と海の環境問題
•食料輸入→消費→排出

• 食料自給率 約40％

下水道普及率 約70％

約40%

約60%
エネルギーとして消費エネルギーとして消費エネルギーとして消費エネルギーとして消費
体重として蓄積体重として蓄積体重として蓄積体重として蓄積

食品残渣として廃棄食品残渣として廃棄食品残渣として廃棄食品残渣として廃棄

生活系排水として・・・生活系排水として・・・生活系排水として・・・生活系排水として・・・
約40%

約60%
エネルギーとして消費エネルギーとして消費エネルギーとして消費エネルギーとして消費
体重として蓄積体重として蓄積体重として蓄積体重として蓄積

食品残渣として廃棄食品残渣として廃棄食品残渣として廃棄食品残渣として廃棄

生活系排水として・・・生活系排水として・・・生活系排水として・・・生活系排水として・・・

台所、トイレ台所、トイレ台所、トイレ台所、トイレ
風呂、洗濯風呂、洗濯風呂、洗濯風呂、洗濯

日本人は日本人は日本人は日本人は1111人人人人1111日日日日 10101010～～～～14141414ｸﾞﾗﾑのｸﾞﾗﾑのｸﾞﾗﾑのｸﾞﾗﾑの窒素を排出窒素を排出窒素を排出窒素を排出
国内で国内で国内で国内で1111日日日日1,0001,0001,0001,000トンの窒素が排出トンの窒素が排出トンの窒素が排出トンの窒素が排出



海の健康診断結果・・・メタボ

肝臓・腎臓不全肝臓・腎臓不全肝臓・腎臓不全肝臓・腎臓不全

食べすぎ食べすぎ食べすぎ食べすぎ

運動不足運動不足運動不足運動不足

高脂血症高脂血症高脂血症高脂血症

ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ過多ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ過多ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ過多ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ過多

出血・下血出血・下血出血・下血出血・下血

顔面蒼白顔面蒼白顔面蒼白顔面蒼白

浅場が少ない浅場が少ない浅場が少ない浅場が少ない

流入負荷流入負荷流入負荷流入負荷 大大大大

流れ・波流れ・波流れ・波流れ・波 小小小小

富栄養・過栄養富栄養・過栄養富栄養・過栄養富栄養・過栄養

ヘドロ堆積ヘドロ堆積ヘドロ堆積ヘドロ堆積

赤赤赤赤 潮潮潮潮

青青青青 潮潮潮潮



赤潮(Red Tide)

愛知県水産試験場資料愛知県水産試験場資料愛知県水産試験場資料愛知県水産試験場資料



昭和昭和昭和昭和59595959年年年年 昭和昭和昭和昭和60606060年年年年

平成平成平成平成17171717年年年年平成平成平成平成14141414年年年年

緑潮（（（（Green Tide)



撮影：大阪府立大学撮影：大阪府立大学撮影：大阪府立大学撮影：大阪府立大学 大塚教授大塚教授大塚教授大塚教授

無酸素の海底



• 青潮（苦潮）の発生

青潮（無酸素水の湧昇）



京都大学京都大学京都大学京都大学 大谷氏撮影大谷氏撮影大谷氏撮影大谷氏撮影



•環境活性コンクリート開発の理念と

基本コンセプト



物質循環の歪を矯正

 

 

 

 

 

 

  
  

 

  

浮遊浮遊浮遊浮遊系系系系 基礎基礎基礎基礎生産生産生産生産
に立脚する生態系に立脚する生態系に立脚する生態系に立脚する生態系

付着付着付着付着系系系系 基礎基礎基礎基礎生産生産生産生産
に立脚する生態系に立脚する生態系に立脚する生態系に立脚する生態系



コンクリートの表面を干潟？に

• 単位面積当たりの基礎生産量・・・・
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“ひと”のコンクリートから

“いきもの”のコンクリートへ

『環境活性コンクリート』のコンセプト
�形状に加え素材での環境配慮

�無機的コンクリートから有機的コンクリートへ

�人工物と自然・生態系との境界面をエコトーンへ

�栄養分をゆっくり供給し、食物連鎖の基礎となる

藻類（微細藻類等）が生育しやすい環境づくり

�食物連鎖・生態系の形成を手助け

�二酸化炭素の吸収・固定を促進

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境活性コンクリート環境活性コンクリート環境活性コンクリート環境活性コンクリート従来のコンクリート従来のコンクリート従来のコンクリート従来のコンクリート

AminoAminoAminoAmino

acidacidacidacid
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山・川・海 栄養塩循環の再生

水環境の修復・再生

消費・処理消費・処理消費・処理消費・処理

漁獲・取り上げ漁獲・取り上げ漁獲・取り上げ漁獲・取り上げ

食料・肥料食料・肥料食料・肥料食料・肥料
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効果の検証

実海域実証実験と室内実験により

効果を検証しています。

溶出形態溶出形態溶出形態溶出形態

溶出量と持続性溶出量と持続性溶出量と持続性溶出量と持続性

高次生物による利用高次生物による利用高次生物による利用高次生物による利用

生物の蝟集（イシュウ）生物の蝟集（イシュウ）生物の蝟集（イシュウ）生物の蝟集（イシュウ）

微細藻類等の付着生物微細藻類等の付着生物微細藻類等の付着生物微細藻類等の付着生物

による利用プロセスによる利用プロセスによる利用プロセスによる利用プロセス

サンゴサンゴサンゴサンゴ
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実証実験箇所と導入実績

海海海海 域域域域

河河河河 川川川川

全国全国全国全国21212121カカカカ所所所所のののの水域水域水域水域
でででで実証実験中実証実験中実証実験中実証実験中
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大阪府小島漁港での実験経過

小島漁港は大阪湾南端に位置しています。

沈設箇所沈設箇所沈設箇所沈設箇所



大阪府小島漁港での実験経過

設置後7ヶ月

� 付着藻類量や生物の蝟集に顕著な差異が確認されました。

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

環境活性コンクリート環境活性コンクリート環境活性コンクリート環境活性コンクリート

アワビの蝟集アワビの蝟集アワビの蝟集アワビの蝟集隣接する試験体の比較隣接する試験体の比較隣接する試験体の比較隣接する試験体の比較
環境活性コンクリート環境活性コンクリート環境活性コンクリート環境活性コンクリート
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大阪府小島漁港での実験経過

（少）（少）（少）（少） 緑藻の被度緑藻の被度緑藻の被度緑藻の被度 （多）（多）（多）（多）

設置後8ヶ月

� 付着藻類に顕著な差異が確認されました。

（多）（多）（多）（多） 無節サンゴモ類の被度無節サンゴモ類の被度無節サンゴモ類の被度無節サンゴモ類の被度 （少）（少）（少）（少）

普通コン普通コン普通コン普通コン 低濃度低濃度低濃度低濃度 中濃度中濃度中濃度中濃度 高濃度高濃度高濃度高濃度

【【【【Key WordKey WordKey WordKey Word】】】】無節サンゴモ類無節サンゴモ類無節サンゴモ類無節サンゴモ類

無節サンゴモ類は、磯焼け無節サンゴモ類は、磯焼け無節サンゴモ類は、磯焼け無節サンゴモ類は、磯焼け※※※※のののの

要因のひとつである要因のひとつである要因のひとつである要因のひとつである

といわれています。といわれています。といわれています。といわれています。

※※※※磯焼け：海藻の極端な減少に磯焼け：海藻の極端な減少に磯焼け：海藻の極端な減少に磯焼け：海藻の極端な減少に
よって海藻を餌とする生物が減よって海藻を餌とする生物が減よって海藻を餌とする生物が減よって海藻を餌とする生物が減
少すること。また、それが生態系少すること。また、それが生態系少すること。また、それが生態系少すること。また、それが生態系
全体に波及し、漁獲量に影響を全体に波及し、漁獲量に影響を全体に波及し、漁獲量に影響を全体に波及し、漁獲量に影響を
与える。与える。与える。与える。
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大阪府小島漁港での実験経過
付着藻類量（chl.a量）の比較

� 設置後10ヶ月（2010年4月）においても、付着藻類量
が多く確認されました。

0

5

10

15

20

20
09

年
7月

20
09

年
8月

20
09

年
9月

20
09

年
10

月
20

09
年

11
月

20
09

年
12

月
20

10
年

1月
20

10
年

2月
20

10
年

3月
20

10
年

4月

調査年月調査年月調査年月調査年月

C
h
l
.
a
(
μ

g
/
c
m

C
h
l
.
a
(
μ

g
/
c
m

C
h
l
.
a
(
μ

g
/
c
m

C
h
l
.
a
(
μ

g
/
c
m
22 22
)) )) 普通コン 高濃度



50

0000

2222

4444

6666

8888

10101010

12121212

0000 1111 2222 3333 4444

設置時間設置時間設置時間設置時間（（（（週週週週））））

C
h
l
.
a
(
μ

g
/
c
m

C
h
l
.
a
(
μ

g
/
c
m

C
h
l
.
a
(
μ

g
/
c
m

C
h
l
.
a
(
μ

g
/
c
m
22 22
)) )) 普通コン 高濃度

室内水槽での実験経過

普通コン普通コン普通コン普通コン 高濃度高濃度高濃度高濃度 中濃度中濃度中濃度中濃度 低濃度低濃度低濃度低濃度

設置後設置後設置後設置後4444週間の状況週間の状況週間の状況週間の状況

付着藻類の生長速度が付着藻類の生長速度が付着藻類の生長速度が付着藻類の生長速度が

約約約約5555倍以上大きい倍以上大きい倍以上大きい倍以上大きい

ことが確認されました。ことが確認されました。ことが確認されました。ことが確認されました。

付着藻類量の比較付着藻類量の比較付着藻類量の比較付着藻類量の比較

徳島大学・日建工学㈱共同臨海実験施設
（波浪による流出や動物による摂餌の影響がない）
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大型藻類 ワカメの種糸設置実験の経過

ワカメ種糸の設置（2010年12月）

生育状況生育状況生育状況生育状況（（（（2011201120112011年年年年1111月）月）月）月）

（（（（左：普通コンクリート、右：環境活性コンクリート）左：普通コンクリート、右：環境活性コンクリート）左：普通コンクリート、右：環境活性コンクリート）左：普通コンクリート、右：環境活性コンクリート）
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山口県椹野（ふしの）川での実験経過

� 自然石連結工法間に有孔ブロック(18cm×18cm×45cm)を沈設

� 普通コンクリートと環境活性コンクリートのアミノ酸濃度(高・
中・低)を３段階

� 2009年7月7日に設置し、夏季4回の付着藻類調査
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椹野川 屋外水槽での実験経過（アユ）
� 藍藻の被度が多く、アユのハミ跡

も多数確認されました。

◆水槽実験では環境活性コンクリートブロックに

多くのアユが集まり、付着藻類を食む（はむ）こと
が確認されました。

椹野川のアユ椹野川のアユ椹野川のアユ椹野川のアユ

環境活性コンクリートブロック上の環境活性コンクリートブロック上の環境活性コンクリートブロック上の環境活性コンクリートブロック上の

アユの食み（はみ）跡アユの食み（はみ）跡アユの食み（はみ）跡アユの食み（はみ）跡

環境活性コンクリート環境活性コンクリート環境活性コンクリート環境活性コンクリート 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート
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魚に大人気の、エコロジー物件？



アサリ・・・

サンゴ礁・・・

アマモ場・・・
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河川・海域の環境活性

さまざまな場所で効果が期待されます。
 

 アミノ酸  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆ 社会基盤整備時の環境への配慮社会基盤整備時の環境への配慮社会基盤整備時の環境への配慮社会基盤整備時の環境への配慮

◆◆◆◆ 環境の活性化環境の活性化環境の活性化環境の活性化

一次産業の活性化一次産業の活性化一次産業の活性化一次産業の活性化 地域の活性化地域の活性化地域の活性化地域の活性化

◆◆◆◆ 安全・安心な社会基盤整備安全・安心な社会基盤整備安全・安心な社会基盤整備安全・安心な社会基盤整備











（（（（2010～～～～11年年年年 企業広告企業広告企業広告企業広告））））




